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１．傍乳輪切開にて乳頭温存が可能であった乳頭部腺腫
の一例
藤井 孝明，矢島 玲奈，八巻さやか
堤 荘一，浅尾 高行，桑野 博行
（群馬大院・医・病態総合外科学)
乳頭部腺腫は,乳頭内または乳輪直下に発生する稀な
上皮性良性腫瘍である.今回乳頭部腺腫の一切除例を経
験したので,文献的考察を加え報告する.症例は 41歳女
性.左乳頭に隆起性病変を認め,当科紹介.左乳頭に突出
する隆起性病変を認め,画像上,乳頭直下から乳頭に連
続する腫瘤性病変を認めた.生検では上皮と筋上皮の二
相構造が認められ,乳頭部腺腫の診断にて,腫瘍摘出術
を施行した.傍乳輪切開にてアプローチし,乳頭は温存
可能であった.病理所見では偽浸潤像が認められるが,
二相性は保たれており,乳頭部腺腫と診断した.術後再
発は認めていない.乳頭部腺腫は,乳頭内または乳輪直
下乳管内に比較的明瞭な結節を形成する乳頭状または充
実性腫瘍であり,乳頭部間質に小腺管の増殖がみられ,
増殖腺管内や既存の乳管内に上皮過形成を伴う.上皮性
の増殖と偽浸潤像が認められ,癌と鑑別を要する疾患で
ある.手術は腫瘍摘出術で十分であり,病理検査にて二
相構造の確認が重要であると考えられる.
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乳癌術前,術後化学療法中に発症したニューモシステ
イス肺炎 (以下 PCP)を経験したので報告する.症例は,
44～60歳,女性.術前,術後化学療法施行中が,各 2例ず
つであった.化学療法は,CAFが 3例,ACが 1例であっ
た.化学療法試行回数は, 4kurが 3例, 5kurが 1例で
あった.全例で併存疾患はなく,診断契機となった症状
は熱発であった.化学療法施行中の発熱に対してはレボ
フロキサシンで対処を行い, 3日間解熱が得られなけれ
ば,病院に連絡していただくことにしている.この場合,
基本的には入院にて,第 4世代セフェム使用している.
入院後数日以内に胸部 CTを行っているが,全例び慢性
スリガラス陰影が認められ,薬剤性もしくは日和見肺炎
が疑われた.診断は,胸部 CT撮影,血液マーカーとして
β-Dグルカン, KL-6を採取,気管支鏡にて洗浄細胞診,
同検体を cell blockとして組織検査と,PCR施行した.
CTで,画像所見が軽度であった 1例をのぞいて,ステ
ロイドパルス療法を行い,全例で ST合剤を使用した. 1
例で, ST合剤による薬剤アレルギーと思われる全身発
赤が認められ, 減感作療法を行ったが, 無顆粒球症とな
り, 治療は中断となった. 3例は, 化学療法は完遂した.
PCPの症状改善は全員良好であった.基礎疾患のない固
形腫瘍の化学療法中に PCPを発症した 4例を経験した.
発症の原因は明らかではないが,化学療法中に熱発が持
続する場合には本疾患も念頭に診断を行う必要がある.
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